
    
                                 

                                    

 

 

 

 

今年も最後の月となりました。子どもたちにとっては，今年はどんな年だったでしょうか。新年を迎える前に，

「振り返り」を行い，今年の学習をしっかりと身に付けて来年よいスタートがきれるように，精一杯支援してい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

 １ ２ 

 土曜授業 

11:40 一斉下校 

持久走記録会 

４ ５ ６ ７ ８ 

家庭学習チャレンジ

週間(～１０日) 

ふれあいトーキング

市長来校 

総合的な学習の時間

校外学習 

なかよしタイム 

(縦割り班) 

児童集会(図書委員

会) 

 

総合的な学習の時間出前講座 

読み聞かせ 

1１ １２ １３ １４ １５ 

  学習と生活についての

アンケート 

登校指導 

スクールカウンセラ

ー来校 

口座振替日 

1８ １９ ２０ ２１ ２２ 

清掃強化週間 

（～２２日） 

避難訓練（不審者） 

児童集会 

（放送委員会） 

  読み聞かせ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

冬休み前朝会 冬季休業(～１／８)  学校閉庁日  

宇都宮市立上河内西小学校 

３学年だより １2 月号 

令和５年 11 月３0 日 

国語 
モチモチの木 

自分の考えをつたえよう 

図画 

工作 

光サンドイッチ 

でこぼこさん大集合 

算数 三角形 総合 広げよう！人の輪 

理科 電気で明かりをつけよう 学活 学級のよいところを伸ばそう 

社会 事故や事件から人々を守る 外国語 これなあに？ 

音楽 
曲にあった歌い方を見つけよう 

チャチャチャのリズムで遊ぼう 
体育 

体を移動する運動 

用具を操作する運動 

道徳 百羽のツル 等   

１2 月の集金       

１2 月分の口座振替日は，１5 日(金)

です。残高のご確認をお願いします。 

学年費調整のため金額は，6,3１8 円

です。 

 

今月のめあて「根拠を明らかにしながら話す。」



☆土曜授業について 

 １２月２日(土)は全市一斉土曜授業です。朝は通常通り登校させてください。本年度も，校内持久走記

録会のみの公開です。１・２・３年生の開会式は９時２０分から開始し，１１時４０分に集団下校になり

ます。また，中止の場合は，２～３校時に公開授業となります。 

休み時間などの練習では，自分の記録を伸ばす一生懸命な姿を見せていました。本番では，よい記録が

出せるよう力を発揮してほしいと思います。 

☆家庭学習チャレンジ週間について 

１２月４日（月）～１０日（日）は，家庭学習チャレンジ週間です。子どもたちの学習への意欲を高める

ため，家庭学習の計画を立て，１週間取り組みます。ぜひ励ましの言葉などを掛けてあげてください。 

 

 

 

各教科の授業では，私が長期研修で学んできたことをもとに，学習

で身に付けた知識や技能など，いろいろな力を活用して取り組むパフ

ォーマンス課題というものを設定し，学習を進めています。今回は，

３年生が取り組んだパフォーマンス課題を紹介します。 

 算数の「重さ」の学習では，「物の重さを予想してから実際の重さ

を調べ，ごさが一番少ない『手の感覚王』を決めよう。」というパフ

ォーマンス課題のもと，学習を進めていきました。計りを使えば重さ

はすぐに分かりますが，実際に持ったり予想したりする量感を養うこ

とがとても大切です。そこで，１０時間の授業の中で，予想と計量を

何度も繰り返しながら粘り強く取り組み，少しずつ量感を高めていき

ました。最後に，出された問題の中で，誰が一番の「手の感覚王」か

競い合いました。「手の感覚王」になるというゴールに向け，見通し

を立てながら学習を進めていくことができました。 

 

 理科の「光のせいしつ」の学習では，「あなたは，近所で有名

なおもしろ理科はかせです。光のはたらきを使って，小学校の子

どもたちにわかりやすく説明できるあそびを開発しましょう。

そして，最後には考えたあそびでゲーム大会を開きましょう。」

というパフォーマンス課題に向け，学習を進めていきました。単

元の最初に渡された「学習のてびき」のもと，三つの実験を自分

のペースで取り組み，思うような実験結果が得られなければ，納

得のいくまで実験を繰り返すなど，主体的に取り組む姿が見ら

れました。最後には，それぞれが考えた遊びをクラスの友達に紹

介し楽しみました。これからは，ただ暗記する知識よりも，いか

に活用できるかという生きた知識を身に付けられるかがより大

切とされています。子どもたちが考えた遊びも学んだ「光のせい

しつ」をよく活用したものとなっており，生きた知識として身に

付けることができていました。 


